
平成２８年３月２９日に閣議決定された「新たな北海道総合開発計画」は、「世界の北海道」を
キャッチフレーズとし、これからの１０年間のビジョンを示しております。
新計画では、戦略的産業として「食」と「観光」が位置づけられておりますが、オホーツク、釧路・

根室、十勝の道東三圏域である、ひがし北海道は、とりわけポテンシャルの高い地域として期待されて
おります。また、「世界の北海道」のためには地域づくり人材の発掘・育成にも重点的に取り組む必要
があります。
本会議は、ひがし北海道において、課題解決や活性化に向けて取り組んでいる方々からご意見等をい

［日 時］ 平成２８年４月２７日（水）

１４：３０～１７：００（１４：００開場）

［場 所］ ホテル日航ノースランド帯広
２階「ノースランドホール」

帯広市西２条南１３丁目１（ＪＲ帯広駅南口隣接）

本会議は、ひがし北海道において、課題解決や活性化に向けて取り組んでいる方々からご意見等をい
ただき、世界に目を向け、夢と希望の新時代幕開けの契機とすべく、より実効性の高い計画推進方策に
ついてとりまとめ提言を行うことを目的として開催します。

プ ロ グ ラ ム

１４：３０ 開 会

〔第Ⅰ部パネリスト〕

１４：３５ 第Ⅰ部 テーマ
「地域づくり人材の発掘・育成」
～本格的な人口減少時代にあっては「ひと」
こそが資源。これからの時代に求められる
地域づくり人材とは何か～

１５：３０ 第Ⅱ部 テーマ
「世界のひがし北海道２０５０」
～「世界の北海道」実現のため、ひがし北海
道のとるべき世界戦略は何か～

１６：３０ 第Ⅲ部 意見交換及び総括

１７：００ 閉 会

〔コメンテーター〕

太田昭宏（衆議院議員 前国土交通大臣）

〔コーディネーター〕

小磯修二（北海道大学公共政策大学院特任教授）

※敬称略

井田芙美子（（株）いただきます
カンパニー代表取締役）

林 克彦（（有）ランラン・ファーム代表取締役社長）
道山 マミ（合同会社大地のりんご代表社員）
森崎三記子（釧路モカ女性プロジェクト代表）

〔第Ⅱ部パネリスト〕
蝦名 大也（釧路市長）
田中 敬二（帯広市副市長）
田中 夕貴（北海道の地域とみちをつなぐ

ネットワーク連携会議代表）
野村 文吾（十勝バス（株）代表取締役社長）
水谷 洋一（網走市長）



【コメンテーター】

太田 昭宏（おおた あきひろ）
衆議院議員、前国土交通大臣

愛知県出身。京都大学大学院修了、京大時代
は相撲部主将、93年衆議院議員初当選。06年
から09年まで党代表、12年から15年まで国土
交通大臣に就任。

小磯 修二（こいそ しゅうじ）
北海道大学公共政策大学院 特任教授

大阪市出身。京都大学法学部卒業。北海道開
発庁（現、国土交通省）、釧路公立大学地域
経済研究センター長、学長を経て、12年から
現職。専門は、地域経済、地域開発政策。国
土審議会北海道開発分科会計画部会委員。主
な著書に、「地方が輝くために」「地域とと
もに生きる建設業Ⅰ、Ⅱ」。

【コーディネーター】

林 克彦（はやし かつひこ）
（有）ランラン・ファーム 代表取締役社長

帯広市出身。（株）北海道ホテル取締役、
（株）十勝毎日新聞取締役、北海道ガーデン
街道協議会会長などを兼務。企業・観光協
会・自治体等と連携し、地域の農業、食品加
工、観光の活性のために活動。

【第Ⅰ部パネリスト】

森崎 三記子（もりさき みきこ）
釧路モカ女性プロジェクト 代表

釧路市出身。武蔵野大学卒業。2011年5月に
釧路モカ女性プロジェクトを設立。シングル
マザーなど、様々な立場にある女性の就労意
欲の触発と居場所作りをすることを目的とし

【第Ⅰ部パネリスト】
道山 マミ（みちやま まみ）

合同会社大地のりんご 代表社員

千葉県出身。11年にオホーツク地域の地域生
産品に対する生産側と流通側の情報を結びつ
ける第一次産業のコンサルティング業務を行

【第Ⅰ部パネリスト】

井田 芙美子（いだ ふみこ）
(株)いただきますカンパニー 代表取締役

札幌市出身。12年に食に関する様々な体験プ
ログラムを企画・運営する「いただきますカ
ンパニー」を創業。日本で唯一の「畑ガイ
ド」を養成し、十勝を舞台にツアーを主催す
るなど、農村に観光客をご案内する「農村
ツーリズム」事業に取り組んでいる。

【第Ⅰ部パネリスト】

【第Ⅱ部パネリスト】
蝦名 大也（えびな ひろや）

釧路市長

釧路市出身。08年から現職（二期目）。93年
に釧路市議会議員を二期、北海道議会議員を
三期歴任。

野村 文吾（のむら ぶんご）
十勝バス（株） 代表取締役社長

帯広市出身。03年から現職。利用者にとって
魅力的なサービスなど徹底した利用者目線で
の取組を展開し、地方バスの再生モデルとし
て全国から注目を集めている。まちづくり、
観光分野においても十勝を牽引。

【第Ⅱ部パネリスト】

田中 敬二（たなか けいじ）
帯広市 副市長

帯広市出身。東洋大学卒業。14年から現職。
帯広市東京事務所長、商工観光部まちづくり
担当調整監、農政部ばんえい振興室長を歴任。

【第Ⅱ部パネリスト】

田中 夕貴（たなか ゆき）
北海道の地域とみちをつなぐ

ネットワーク連携会議 代表

紋別市出身。（株）紋別セントラルホテル取
締役。６年前より現職、Rosehips（女性の視点
を活かした道づくり懇談会）設立。「北海道
観光を考えるみんなの会」等、観光事業の振
興と地方産業の発展と、くらしを守る為の活
動に取り組んでいる。

【第Ⅱ部パネリスト】

欲の触発と居場所作りをすることを目的とし
て、釧路の地域活性化を女性の視点で考え、
女性が個々の能力を発揮し、やりたいことや
夢を実現していけるようなまちづくりに取り
組んでいる。

ける第一次産業のコンサルティング業務を行
うため、会社設立。小規模農産加工品の商品
開発など、網走をはじめオホーツクの農産物
の加工、販売の可能性を広げる取り組みを
行っている。

【第Ⅱ部パネリスト】

Ｍｅｍｏ

水谷 洋一（みずたに よういち）
網走市長

網走市出身。北海道大学大学院卒業。10年か
ら現職（二期目）。北海道農協中央会、網走
市議会議員を歴任。

主 催：国土交通省北海道局・北海道開発局


